
(57)【要約】

【課題】　簡素なテープ類送り装置を提供し、テープ類

のセットアップの容易化、メカニカルな消耗品の削減、

メカニカルな調整、点検作業の削減、メカニカルな動作

音の軽減を図ること。

【解決手段】　テープ類送り装置１０において、テープ

に目標テープ送り量の区間距離で付したマークをマーク

検出器１３により検出し、検出したマークの区間距離と

、該区間距離に対応する巻き取りリール１１と繰り出し

リール１２の各モータ回転量との比較により、各リール

径を算出し、算出した各リール径に従ってテープの次の

送り時における、巻き取りリール１１と繰り出しリール

１２の各モータ回転量、各リール回転速度及び各モータ

トルクを制御し、両モータ１１Ａ、１２Ａを同調制御す

るもの。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 繰 り 出 し リ ー ル に 巻 か れ た テ ー プ 類 を 巻 き 取 り リ ー ル に 間 欠 送 り に て 位 置 決 め 停 止 と 定
量 送 り を 繰 り 返 す テ ー プ 類 送 り 装 置 に お い て 、
　 巻 き 取 り リ ー ル と 繰 り 出 し リ ー ル の 各 モ ー タ を 駆 動 制 御 す る 制 御 手 段 を 有 し 、
　 制 御 手 段 は 、
　 巻 き 取 り リ ー ル と 繰 り 出 し リ ー ル の 各 モ ー タ の 駆 動 に よ っ て テ ー プ を 送 り 、 該 テ ー プ に
目 標 テ ー プ 送 り 量 の 区 間 距 離 で 付 し た マ ー ク を マ ー ク 検 出 器 に よ り 検 出 し 、
　 検 出 し た マ ー ク の 区 間 距 離 と 、 該 区 間 距 離 に 対 応 す る 巻 き 取 り リ ー ル と 繰 り 出 し リ ー ル
の 各 モ ー タ 回 転 量 と の 比 較 に よ り 、 各 リ ー ル 径 を 算 出 し 、
　 算 出 し た 各 リ ー ル 径 に 従 っ て テ ー プ の 次 の 送 り 時 に お け る 、 巻 き 取 り リ ー ル と 繰 り 出 し
リ ー ル の 各 モ ー タ 回 転 量 、 各 リ ー ル 回 転 速 度 及 び 各 モ ー タ ト ル ク を 制 御 し 、 両 モ ー タ を 同
調 制 御 す る こ と に よ り 、 各 モ ー タ の 駆 動 に よ る テ ー プ の 引 張 り 過 ぎ と 弛 み 過 ぎ を 防 止 し な
が ら 該 テ ー プ を 定 量 送 り 可 能 に す る こ と を 特 徴 と す る テ ー プ 類 送 り 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 手 段 に よ る 同 調 制 御 が 、 巻 き 取 り リ ー ル の モ ー タ の 回 転 開 始 段 階 と 回 転 停 止 段
階 の そ れ ぞ れ で 、 繰 り 出 し リ ー ル の モ ー タ を 速 度 制 御 モ ー ド に て 停 止 制 御 し 、 回 生 ブ レ ー
キ 状 態 に す る 請 求 項 １ に 記 載 の テ ー プ 類 送 り 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の テ ー プ 類 送 り 装 置 を 用 い た ラ ベ ル 貼 付 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ラ ベ ル 貼 付 装 置 等 に 用 い て 好 適 な テ ー プ 、 フ ィ ル ム 等 の テ ー プ 類 送 り 装 置 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ラ ベ ル 貼 付 装 置 と し て 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 、 ３ に 記 載 の も の が あ る 。
　 従 来 の ラ ベ ル の 貼 付 装 置 で は 、 例 え ば 図 ６ に 示 す 如 く の テ ー プ 類 送 り 装 置 が 採 用 さ れ て
い る 。 図 ６ の テ ー プ 類 送 り 装 置 は 、 巻 き 取 り リ ー ル １ 、 繰 り 出 し リ ー ル ２ 、 ピ ン チ ロ ー ラ
３ 、 マ ー ク 検 出 器 ４ 、 タ ー ン ロ ー ラ ５ Ａ 、 ５ Ｂ を 有 し 、 繰 り 出 し リ ー ル ２ に ブ レ ー キ 装 置
２ Ａ 、 テ ン シ ョ ン 一 定 装 置 ２ Ｂ を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ６ の テ ー プ 送 り 装 置 は 、 ピ ン チ ロ ー ラ ３ で テ ー プ Ａ を 間 欠 送 り す る も の で あ る 。 巻 き
取 り リ ー ル １ に 常 に 一 定 の 巻 き 取 り 方 向 の 回 転 ト ル ク を 与 え る こ と に よ り 、 テ ー プ 送 り に
よ る テ ー プ 弛 み 分 を 常 に 巻 き 取 る 。 繰 り 出 し リ ー ル ２ は ブ レ ー キ 装 置 ２ Ａ と テ ン シ ョ ン 一
定 装 置 ２ Ｂ が 連 動 す る よ う に な っ て お り 、 ピ ン チ ロ ー ラ ３ が テ ー プ Ａ を 送 り 出 す と テ ン シ
ョ ン 一 定 装 置 ２ Ｂ の レ バ ー が 引 張 ら れ 、 そ の レ バ ー に 連 動 し た ブ レ ー キ 装 置 ２ Ａ が 解 除 さ
れ て テ ー プ Ａ が 繰 り 出 さ れ る 仕 組 み に な っ て い る 。 ま た 、 マ ー ク 検 出 器 ４ が テ ー プ Ａ に 付
し た マ ー ク を 検 出 し 、 ピ ン チ ロ ー ラ ３ が テ ー プ Ａ の 送 り 出 し を 停 止 す る と 、 テ ン シ ョ ン 一
定 装 置 ２ Ｂ の レ バ ー が テ ー プ Ａ の 弛 み を 吸 収 し な が ら 元 の 位 置 に 戻 り 、 こ れ に 連 動 し た ブ
レ ー キ 装 置 ２ Ａ が 作 動 し て 繰 り 出 し リ ー ル ２ に ブ レ ー キ を か け て テ ー プ Ａ の 弛 み を 防 止 す
る 。 テ ー プ Ａ の 間 欠 送 り を し た 場 合 、 繰 り 出 し リ ー ル ２ は 回 転 、 停 止 を 繰 り 返 す が 、 繰 り
出 し リ ー ル ２ の 全 体 の 慣 性 力 の た め 、 回 転 開 始 時 に は テ ー プ Ａ が 過 度 に 引 張 ら れ 、 逆 に 停
止 時 に は 慣 性 力 の た め に 回 転 し 過 ぎ て テ ー プ Ａ の 弛 み が 発 生 す る 。 こ れ を 防 止 す る た め に
ブ レ ー キ 装 置 ２ Ａ 、 テ ン シ ョ ン 一 定 装 置 ２ Ｂ に よ り テ ー プ Ａ の 張 力 に よ る テ ー プ Ａ の 過 度
な 引 張 り を 防 止 す る と と も に 、 停 止 時 の テ ー プ 弛 み 量 を 吸 収 し て テ ー プ Ａ の 弛 み を 防 止 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 尚 、 ラ ベ ル 貼 付 装 置 に お い て 、 テ ー プ Ａ に 引 張 り 過 ぎ や 弛 み 過 ぎ を 生 じ る と 、 テ ー プ Ａ
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の ラ ベ ル を 被 貼 付 物 に 一 定 に 貼 付 け で き な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 10-101047
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 10-193705
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 2001-39421
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の テ ー プ 類 送 り 装 置 に は 以 下 の 問 題 点 が あ る 。
　 (1)テ ー プ Ａ の 送 り 経 路 上 に モ ー タ が 実 装 さ れ た 複 雑 で 重 い ピ ン チ ロ ー ラ ３ が 配 置 さ れ
て お り 、 繰 り 出 し リ ー ル ２ か ら 巻 き 取 り リ ー ル １ へ の テ ー プ Ａ の セ ッ ト ア ッ プ （ 通 紙 ） に
対 し 、 ピ ン チ ロ ー ラ ３ が 邪 魔 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 (2)ピ ン チ ロ ー ラ ３ の 他 に も 、 ブ レ ー キ 装 置 ２ Ａ 、 テ ン シ ョ ン 一 定 装 置 ２ Ｂ 等 の メ カ ニ
カ ル 機 構 部 を 備 え る 必 要 が あ り 、 全 体 と し て 複 雑 で あ る 。 ま た 、 メ カ ニ カ ル が 消 耗 品 、 メ
カ ニ カ ル な 調 整 、 点 検 作 業 、 メ カ ニ カ ル な 動 作 音 を 伴 う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 簡 素 な テ ー プ 類 送 り 装 置 を 提 供 し 、 テ ー プ 類 の セ ッ ト ア ッ プ の 容 易 化
、 メ カ ニ カ ル な 消 耗 品 の 削 減 、 メ カ ニ カ ル な 調 整 、 点 検 作 業 の 削 減 、 メ カ ニ カ ル な 動 作 音
の 軽 減 を 図 る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 繰 り 出 し リ ー ル に 巻 か れ た テ ー プ 類 を 巻 き 取 り リ ー ル に 間 欠 送 り に
て 位 置 決 め 停 止 と 定 量 送 り を 繰 り 返 す テ ー プ 類 送 り 装 置 に お い て 、 巻 き 取 り リ ー ル と 繰 り
出 し リ ー ル の 各 モ ー タ を 駆 動 制 御 す る 制 御 手 段 を 有 し 、 制 御 手 段 は 、 巻 き 取 り リ ー ル と 繰
り 出 し リ ー ル の 各 モ ー タ の 駆 動 に よ っ て テ ー プ を 送 り 、 該 テ ー プ に 目 標 テ ー プ 送 り 量 の 区
間 距 離 で 付 し た マ ー ク を マ ー ク 検 出 器 に よ り 検 出 し 、 検 出 し た マ ー ク の 区 間 距 離 と 、 該 区
間 距 離 に 対 応 す る 巻 き 取 り リ ー ル と 繰 り 出 し リ ー ル の 各 モ ー タ 回 転 量 と の 比 較 に よ り 、 各
リ ー ル 径 を 算 出 し 、 算 出 し た 各 リ ー ル 径 に 従 っ て テ ー プ の 次 の 送 り 時 に お け る 、 巻 き 取 り
リ ー ル と 繰 り 出 し リ ー ル の 各 モ ー タ 回 転 量 、 各 リ ー ル 回 転 速 度 及 び 各 モ ー タ ト ル ク を 制 御
し 、 両 モ ー タ を 同 調 制 御 す る こ と に よ り 、 各 モ ー タ の 駆 動 に よ る テ ー プ の 引 張 り 過 ぎ と 弛
み 過 ぎ を 防 止 し な が ら 該 テ ー プ を 定 量 送 り 可 能 に す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 制 御 手 段 に よ る 同 調 制 御 が 、 巻
き 取 り リ ー ル の モ ー タ の 回 転 開 始 段 階 と 回 転 停 止 段 階 の そ れ ぞ れ で 、 繰 り 出 し リ ー ル の モ
ー タ を 速 度 制 御 モ ー ド に て 停 止 制 御 し 、 回 生 ブ レ ー キ 状 態 に す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の テ ー プ 類 送 り 装 置 を 用 い た ラ ベ ル 貼 付 装 置
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 (a)巻 き 取 り リ ー ル の 側 に 制 御 可 能 な モ ー タ を 用 い 、 こ の モ ー タ を 位 置 制 御 し 、 巻 き 取
り リ ー ル が テ ー プ を 引 張 る 構 成 と す る こ と に よ り 、 ピ ン チ ロ ー ラ を 用 い ず 、 繰 り 出 し リ ー
ル に ブ レ ー キ 装 置 と テ ン シ ョ ン 一 定 装 置 を 備 え る こ と を 不 要 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 (b)巻 き 取 り リ ー ル の 位 置 制 御 に よ り 、 巻 き 取 り リ ー ル が テ ー プ を 巻 き 取 っ て 行 く に 従
い 、 テ ー プ 巻 き 取 り 径 が 徐 々 に 増 加 す る こ と と そ の 慣 性 力 の 増 加 に よ り 、 テ ー プ の 送 り 速
度 、 張 力 が 徐 々 に 変 化 し 、 テ ー プ の 弛 み が 発 生 す る 等 、 常 に 同 じ 状 態 で テ ー プ を 送 り 動 作
す る こ と が で き な く な る 。 ま た 、 繰 り 出 し リ ー ル の 側 で は 、 反 対 に テ ー プ の 巻 き 径 が 徐 々
に 細 く な っ て い く こ と と そ の 慣 性 力 の 減 少 に よ り 、 テ ー プ の 張 力 が 変 化 し 、 テ ー プ の 弛 み
が 発 生 す る 等 、 テ ー プ の 先 端 か ら 終 端 ま で 一 定 の 速 度 、 張 力 で 送 れ な い 。 そ こ で 、 繰 り 出
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し リ ー ル の 側 に も 制 御 可 能 な モ ー タ を 用 い 、 巻 き 取 り リ ー ル の 側 の モ ー タ と 繰 り 出 し リ ー
ル の 側 の モ ー タ の 間 で 制 御 信 号 の や り 取 り を 行 な う こ と で 、 両 モ ー タ が 同 調 す る 制 御 を 行
な い 、 両 リ ー ル の リ ー ル 径 の 変 化 、 慣 性 力 の 変 化 に 対 し て も 常 に 一 定 の 状 態 で テ ー プ を 間
欠 送 り し 、 テ ー プ の 引 張 り 過 ぎ と 弛 み 過 ぎ を 防 止 し な が ら 該 テ ー プ を 、 高 い 停 止 位 置 精 度
で 定 量 送 り で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 (c)テ ー プ の 送 り 経 路 上 に ピ ン チ ロ ー ラ が 配 置 さ れ ず 、 繰 り 出 し リ ー ル か ら 巻 き 取 り リ
ー ル へ の テ ー プ の セ ッ ト ア ッ プ （ 通 紙 ） が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 (d)ピ ン チ ロ ー ラ 、 繰 り 出 し リ ー ル の ブ レ ー キ 装 置 、 テ ン シ ョ ン 一 定 装 置 等 の メ カ ニ カ
ル な 機 構 を 備 え ず 、 メ カ ニ カ ル な 消 耗 品 の 削 減 、 メ カ ニ カ ル な 調 整 、 点 検 作 業 の 削 減 、 メ
カ ニ カ ル な 動 作 音 の 軽 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は テ ー プ 類 送 り 装 置 を 示 す 模 式 図 、 図 ２ は テ ー プ 類 送 り 装 置 の 電 気 回 路 ブ ロ ッ ク 図
、 図 ３ は テ ー プ の 送 り 速 度 制 御 状 態 を 示 す 模 式 図 、 図 ４ は 繰 り 出 し リ ー ル の モ ー タ 制 御 状
態 を 示 す 模 式 図 、 図 ５ は ラ ベ ル 貼 付 装 置 を 示 す 模 式 図 、 図 ６ は 従 来 の テ ー プ 類 送 り 装 置 を
示 す 模 式 図 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ の テ ー プ 類 送 り 装 置 １ ０ は 、 巻 き 取 り リ ー ル １ １ 、 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ 、 マ ー ク 検
出 器 １ ３ 、 タ ー ン ロ ー ラ １ ４ Ａ 、 １ ４ Ｂ を 備 え 、 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ に 巻 か れ た テ ー プ Ａ
を 巻 取 リ ー ル １ １ に 間 欠 送 り に て 位 置 決 め 停 止 と 定 量 送 り を 繰 り 返 し 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 テ ー プ 類 送 り 装 置 １ ０ は 、 巻 き 取 り リ ー ル １ １ と 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の そ れ ぞ れ に 制 御
可 能 な モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ を 備 え 、 各 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ に 回 転 量 検 出 手 段 １ １ Ｂ 、
１ ２ Ｂ を 備 え る 。 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ と し て は 、 サ ー ボ モ ー タ 又 は ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ
を 採 用 で き 、 各 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ は 回 転 量 検 出 手 段 １ １ Ｂ 、 １ ２ Ｂ と し て の 、 位 置 制
御 帰 還 信 号 の パ ル ス ジ ェ ネ レ ー タ が 付 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 両 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ は 、 相 互 に ２ 軸 同 調 間 欠 送 り 制 御 専 用 の ソ フ ト ウ ェ ア が 組 み 込
ま れ た サ ー ボ コ ン ト ロ ー ラ １ １ Ｃ 、 １ ２ Ｃ （ 制 御 手 段 ） で 制 御 さ れ る 。 ２ つ の サ ー ボ コ ン
ト ロ ー ラ １ １ Ｃ 、 １ ２ Ｃ の 間 で は 、 ２ 軸 同 調 信 号 の 授 受 が 行 な わ れ る 。 上 位 に あ る 装 置 全
体 の 制 御 コ ン ト ロ ー ラ か ら は 動 作 開 始 信 号 、 動 作 完 了 信 号 、 マ ー ク 検 出 セ ン サ 信 号 、 送 り
量 デ ー タ 等 、 装 置 全 体 に 必 要 な 制 御 信 号 が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 サ ー ボ コ ン ト ロ ー ラ １ １ Ｃ 、 １ ２ Ｃ は 、 巻 き 取 り リ ー ル １ １ と 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の 各
モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ を 下 記 (1)～ (3)の 如 く に 駆 動 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 (1)巻 き 取 り リ ー ル １ １ と 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の 各 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ の 駆 動 に よ っ
て テ ー プ を 送 り 、 該 テ ー プ に 目 標 テ ー プ 送 り 量 Ｌ mの 区 間 距 離 で 付 し た マ ー ク を マ ー ク 検
出 器 １ ３ に よ り 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 (2)検 出 し た マ ー ク の 区 間 距 離 Ｌ mと 、 該 区 間 距 離 に 対 応 す る 、 各 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ
の 回 転 量 検 出 手 段 １ １ Ｂ 、 １ ２ Ｂ が 出 力 す る 回 転 量 Ｌ pと の 比 較 に よ り 、 各 リ ー ル 径 Ｒ を
算 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 (3)算 出 し た 各 リ ー ル 径 Ｒ に 従 っ て テ ー プ の 次 の 送 り 時 に お け る 、 巻 き 取 り リ ー ル １ １
と 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の 各 モ ー タ 回 転 量 Ｌ p、 各 リ ー ル 回 転 速 度 Ｎ 及 び 各 モ ー タ ト ル ク Ｔ m
を 制 御 し 、 両 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ を 同 調 制 御 す る こ と に よ り 、 各 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ
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の 駆 動 に よ る テ ー プ の 引 張 り 過 ぎ と 弛 み 過 ぎ を 防 止 し な が ら 該 テ ー プ を 定 量 送 り 可 能 に す
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 サ ー ボ コ ン ト ロ ー ラ １ １ Ｃ 、 １ ２ Ｃ に よ る モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ の 制 御 手 順 は 具 体 的 に
は 下 記 (1)～ (3)の 如 く で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 (1)テ ー プ 類 送 り 装 置 １ ０ の 電 源 を 投 入 す る 。 こ の と き 、 サ ー ボ コ ン ト ロ ー ラ １ １ Ｃ 、
１ ２ Ｃ 自 体 に 既 に 指 令 さ れ た テ ー プ 送 り 量 Ｌ m（ mm） が 記 憶 さ れ て い る か 、 又 は 上 位 コ ン
ト ロ ー ラ か ら サ ー ボ コ ン ト ロ ー ラ １ １ Ｃ 、 １ ２ Ｃ に テ ー プ 送 り 量 Ｌ m（ mm） が 与 え ら れ る
。 各 リ ー ル １ １ 、 １ ２ に は テ ー プ が 既 に 装 着 さ れ て い る か 、 又 は 装 着 さ れ て い な け れ ば テ
ー プ の 装 着 を 行 な う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 (2)巻 き 取 り リ ー ル １ １ と 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の そ れ ぞ れ に お い て 、 装 着 後 の テ ー プ が
巻 か れ た リ ー ル 径 Ｒ は 不 明 で あ る た め 、 必 ず 最 初 に 測 長 動 作 を 行 な う 。 測 長 動 作 と は 、 各
リ ー ル 径 Ｒ を 算 出 す る こ と で 、 そ の 方 法 と し て ま ず 一 定 速 度 の 低 速 で テ ー プ を 送 り 、 テ ー
プ 上 の マ ー ク の 間 隔 Ｌ mを サ ー ボ モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ の 送 り パ ル ス 量 Ｌ pに 換 算 す る 。 マ
ー ク 間 の 距 離 は 、 即 ち 指 令 さ れ た テ ー プ 送 り 量 Ｌ m（ mm） で あ り 、 こ こ か ら 各 リ ー ル 径 Ｒ
が 下 記 (A)に よ り 算 出 さ れ る 。 こ の 測 長 動 作 が 終 わ る と 、 後 は 指 令 さ れ た 送 り 量 Ｌ mで テ ー
プ 送 り で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 (3)各 リ ー ル １ １ 、 １ ２ の リ ー ル 径 Ｒ は テ ー プ を 送 る 度 に 変 化 し て い く か ら 、 テ ー プ 送
り を 行 な う 毎 に マ ー ク の 間 隔 Ｌ mと 送 り 量 Ｌ pの 比 較 を し な が ら リ ー ル 径 Ｒ の 計 算 を 行 な い
、 そ の リ ー ル 径 Ｒ の 変 化 に 従 っ て 下 記 (A)～ (C)に よ り 、 各 リ ー ル １ １ 、 １ ２ の モ ー タ 回 転
量 Ｌ p、 リ ー ル 回 転 速 度 Ｎ 、 モ ー タ ト ル ク Ｔ mを 計 算 し 、 そ の 計 算 結 果 に 従 っ て 常 に 一 定 し
た テ ー プ 送 り を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 (A)リ ー ル 径 Ｒ 、 送 り 量 Ｌ m（ 一 定 区 間 距 離 ） 、 モ ー タ 回 転 量 Ｌ p（ 回 転 角 ） の 関 係
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 (B)送 り 速 度 Ｖ で テ ー プ 送 り す る た め の リ ー ル の 回 転 速 度 Ｎ
【 数 ２ 】
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 (C)リ ー ル の モ ー タ ト ル ク
　 Ｔ m［ Ｎ ・ ｍ ］ ＝ Ｆ ［ Ｎ ］ ・ Ｒ ［ ｍ ］ ＋ Ｔ f［ Ｎ ・ ｍ ］
　 　 　 Ｔ f　 　 ： 摩 擦 ト ル ク
　 　 　 Ｔ m　 　 ： モ ー タ ト ル ク
　 　 　 Ｆ 　 　  ： 張 力
　 　 　 Ｒ 　 　  ： リ ー ル 径
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 尚 、 テ ー プ の 間 欠 送 り 速 度 Ｖ 、 テ ー プ に 付 与 す る 張 力 Ｆ は テ ー プ の 材 質 等 に 応 じ て 予 め
定 め ら れ る 定 数 で あ り 、 摩 擦 ト ル ク Ｔ fは 各 リ ー ル １ １ 、 １ ２ の 駆 動 系 に て 予 め 定 ま る 固
有 の 値 で あ り 、 Ｔ fは Ｆ Ｒ に 比 し て 小 さ く 、 無 視 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 サ ー ボ コ ン ト ロ ー ラ １ １ Ｃ 、 １ ２ Ｃ が 前 述 (3)の 制 御 手 順 で 、 両 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ
に 付 与 す る 同 調 制 御 は 、 両 リ ー ル １ １ 、 １ ２ の 計 算 さ れ た リ ー ル 径 Ｒ か ら 、 各 モ ー タ １ １
Ａ 、 １ ２ Ａ を 適 切 な サ ー ボ 制 御 値 （ 位 置 ル ー プ ゲ イ ン 、 速 度 ル ー プ ゲ イ ン 、 ト ル ク ゲ イ ン
等 ） に て 以 下 の 如 く に ２ 軸 同 調 間 欠 送 り 制 御 す る も の で あ る 。 即 ち 、 両 モ ー タ １ １ Ａ 、 １
２ Ａ の 同 調 制 御 は 、 巻 き 取 り リ ー ル １ １ の モ ー タ １ １ Ａ の 回 転 開 始 段 階 と 回 転 停 止 段 階 の
そ れ ぞ れ で 、 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の モ ー タ １ ２ Ａ を 速 度 制 御 モ ー ド に て 停 止 制 御 し 、 回 生
ブ レ ー キ 状 態 に す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 、 図 １ に お い て 、 巻 き 取 り リ ー ル １ １ と 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の 駆 動 軸 に 汎 用 の ト
ル ク モ ー タ を 接 続 し た と き と 、 ２ 軸 同 調 間 欠 送 り 制 御 さ れ た サ ー ボ モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ
を 接 続 し た と き の 対 比 で あ る 。 巻 き 取 り リ ー ル １ １ に よ り テ ー プ Ａ を 引 張 る 構 成 で テ ー プ
送 り す る と き 、 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ が ト ル ク モ ー タ の 場 合 に は 、 テ ー プ 送 り の 送 り 始 め
に モ ー タ １ ２ Ａ が オ ー バ ー シ ュ ー ト （ 送 り 過 ぎ ） を 発 生 し 、 送 り 停 止 時 に は ア ン ダ ー シ ュ
ー ト （ 送 り 過 ぎ ） を 発 生 す る 。 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ が ２ 軸 同 調 間 欠 送 り 制 御 さ れ た サ ー
ボ モ ー タ の 場 合 に は 、 こ の 「 送 り 過 ぎ 」 が 改 善 さ れ て い る 。 送 り 過 ぎ と は テ ー プ の 弛 み で
あ り 、 両 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ の ２ 軸 同 調 間 欠 送 り 制 御 に よ り テ ー プ の 間 欠 送 り を し て も
テ ー プ が 弛 ま ず に 送 り 得 る こ と が 認 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 尚 、 巻 き 取 り リ ー ル １ １ の モ ー タ １ １ Ａ に 対 す る 、 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の モ ー タ １ ２ Ａ
の ２ 軸 同 調 間 欠 送 り 制 御 は 、 詳 述 す れ ば 、 下 記 (1)～ (5)の 繰 り 返 し で あ る （ 図 ４ ） 。 こ こ
で 、 巻 き 取 り リ ー ル １ １ の モ ー タ １ １ Ａ は 、 図 ４ に 示 し た 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の モ ー タ １
２ Ａ の 全 区 間 ０ ～ ３ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 全 区 間 で 位 置 制 御 さ れ 、 モ ー タ １ ２ Ａ の 区 間 １
に 対 応 す る 区 間 の 途 中 で 、 速 度 を 停 止 状 態 か ら 速 度 Ｎ に 立 上 げ ら れ 、 モ ー タ １ ２ Ａ の 区 間
２ に 対 応 す る 区 間 で は 速 度 を 速 度 Ｎ に 維 持 さ れ 、 モ ー タ １ ２ Ａ の 区 間 ３ に 対 応 す る 区 間 の
途 中 で 速 度 を 停 止 せ し め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 (1)動 作 開 始 信 号 が 入 力 （ Ｏ Ｎ ） さ れ る ま で は 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の モ ー タ １ ２ Ａ は ト
ル ク 制 御 モ ー ド で テ ー プ を 弛 み が な く な る 方 向 へ 一 定 の 張 力 で 引 張 る （ 区 間 ０ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 (2)繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の モ ー タ １ ２ Ａ は 動 作 開 始 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 速 度 制 御 モ ー
ド に 切 り 替 わ り 、 停 止 指 令 （ 速 度 指 令 ０ ） を 付 与 さ れ て 回 生 ブ レ ー キ 状 態 に な り 、 巻 き 取
り リ ー ル １ １ の 回 転 開 始 に よ り 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ が 急 に 引 張 ら れ て 加 速 す る 際 に オ ー バ
シ ュ ー ト し な い よ う に す る （ 区 間 １ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 (3)繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の モ ー タ １ ２ Ａ の 回 生 ブ レ ー キ 状 態 を 持 続 す る と 、 巻 き 取 り リ
ー ル １ １ と 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ と の 綱 引 き 状 態 と な り 、 そ の 結 果 テ ー プ の 張 力 が 上 が り 、
繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の サ ー ボ モ ー タ １ ２ Ａ が 過 負 荷 状 態 と な る 。 こ れ を 防 止 す る た め 、 繰
り 出 し リ ー ル １ ２ の モ ー タ １ ２ Ａ を 指 令 さ れ た 速 度 指 令 Ｎ で 回 転 さ せ る （ 区 間 ２ ） 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 (4)テ ー プ Ａ の 残 り 送 り 距 離 が 少 な く な り 、 巻 き 取 り リ ー ル １ １ の 回 転 停 止 段 階 が 近 づ
い た と き 、 モ ー タ １ ２ Ａ に 再 び 停 止 指 令 （ 速 度 指 令 ０ ） を 付 与 し 、 モ ー タ １ ２ Ａ を 回 生 ブ
レ ー キ 状 態 に し て 巻 き 取 り リ ー ル １ １ の 急 停 止 に 備 え 、 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の ア ン ダ ー シ
ュ ー ト を 防 止 す る （ 区 間 ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 (5)巻 き 取 り リ ー ル １ １ の 停 止 に 伴 っ て 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ が 停 止 し た ら 、 モ ー タ １ ２
Ａ を 再 び ト ル ク 制 御 に 戻 し 、 動 作 開 始 信 号 が 入 力 す る ま で テ ー プ が 弛 ま な い よ う に し て 待
機 す る （ 区 間 ０ ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 従 っ て 、 テ ー プ 類 送 り 装 置 １ ０ に よ れ ば 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
　 (a)巻 き 取 り リ ー ル １ １ の 側 に 制 御 可 能 な モ ー タ １ １ Ａ を 用 い 、 こ の モ ー タ １ １ Ａ を 位
置 制 御 し 、 巻 き 取 り リ ー ル １ １ が テ ー プ を 引 張 る 構 成 と す る こ と に よ り 、 ピ ン チ ロ ー ラ を
用 い ず 、 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ に ブ レ ー キ 装 置 と テ ン シ ョ ン 一 定 装 置 を 備 え る こ と を 不 要 と
す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 (b)巻 き 取 り リ ー ル １ １ の 位 置 制 御 に よ り 、 巻 き 取 り リ ー ル １ １ が テ ー プ を 巻 き 取 っ て
行 く に 従 い 、 テ ー プ 巻 き 取 り 径 が 徐 々 に 増 加 す る こ と と そ の 慣 性 力 の 増 加 に よ り 、 テ ー プ
の 送 り 速 度 、 張 力 が 徐 々 に 変 化 し 、 テ ー プ の 弛 み が 発 生 す る 等 、 常 に 同 じ 状 態 で テ ー プ を
送 り 動 作 す る こ と が で き な く な る 。 ま た 、 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の 側 で は 、 反 対 に テ ー プ の
巻 き 径 が 徐 々 に 細 く な っ て い く こ と と そ の 慣 性 力 の 減 少 に よ り 、 テ ー プ の 張 力 が 変 化 し 、
テ ー プ の 弛 み が 発 生 す る 等 、 テ ー プ の 先 端 か ら 終 端 ま で 一 定 の 速 度 、 張 力 で 送 れ な い 。 そ
こ で 、 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の 側 に も 制 御 可 能 な モ ー タ １ ２ Ａ を 用 い 、 巻 き 取 り リ ー ル １ １
の 側 の モ ー タ １ １ Ａ と 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の 側 の モ ー タ １ ２ Ａ の 間 で 制 御 信 号 の や り 取 り
を 行 な う こ と で 、 両 モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ が 同 調 す る 制 御 を 行 な い 、 両 リ ー ル １ １ 、 １ ２
の リ ー ル 径 の 変 化 、 慣 性 力 の 変 化 に 対 し て も 常 に 一 定 の 状 態 で テ ー プ を 間 欠 送 り し 、 テ ー
プ の 引 張 り 過 ぎ と 弛 み 過 ぎ を 防 止 し な が ら 該 テ ー プ を 、 高 い 停 止 位 置 精 度 で 定 量 送 り で き
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 (c)テ ー プ の 送 り 経 路 上 に ピ ン チ ロ ー ラ が 配 置 さ れ ず 、 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ か ら 巻 き 取
り リ ー ル １ １ へ の テ ー プ の セ ッ ト ア ッ プ （ 通 紙 ） が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 (d)ピ ン チ ロ ー ラ 、 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ の ブ レ ー キ 装 置 、 テ ン シ ョ ン 一 定 装 置 等 の メ カ
ニ カ ル な 機 構 を 備 え ず 、 メ カ ニ カ ル な 消 耗 品 の 削 減 、 メ カ ニ カ ル な 調 整 、 点 検 作 業 の 削 減
、 メ カ ニ カ ル な 動 作 音 の 軽 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ５ は 、 ラ ベ ル 貼 付 装 置 ２ ０ に テ ー プ 類 送 り 装 置 １ ０ を 適 用 し た 模 式 図 で あ る 。 ラ ベ ル
貼 付 装 置 ２ ０ は 、 被 貼 付 物 Ｂ を 一 定 速 度 Ｖ で 搬 送 し て く る コ ン ベ ヤ ２ １ を 有 し 、 コ ン ベ ヤ
２ １ の 上 部 に テ ー プ Ａ の テ ー プ 類 送 り 装 置 １ ０ を 配 置 し た も の で あ る 。 テ ー プ 類 送 り 装 置
１ ０ の サ ー ボ コ ン ト ロ ー ラ １ １ Ｃ 、 １ ２ Ｃ は 、 搬 入 検 出 器 ２ １ Ａ に よ る 被 貼 付 物 Ｂ の 検 出
信 号 を 動 作 開 始 信 号 と し て 受 信 し て モ ー タ １ １ Ａ 、 １ ２ Ａ を 前 述 し た 如 く に ２ 軸 同 調 間 欠
送 り 制 御 し 、 ラ ベ ル ａ が 一 定 区 間 距 離 Ｌ mで 等 間 隔 に 仮 着 け さ れ た 帯 状 台 紙 た る ラ ベ ル テ
ー プ Ａ を 、 繰 り 出 し リ ー ル １ ２ か ら 巻 き 取 り リ ー ル １ １ へ と 、 コ ン ベ ヤ ２ １ と 同 一 の 送 り
速 度 Ｖ 、 送 り 量 Ｌ mで 間 欠 送 り す る 。 ラ ベ ル 貼 付 装 置 ２ ０ は 、 テ ー プ 類 送 り 装 置 １ ０ の タ
ー ン ロ ー ラ １ ４ Ａ 、 １ ４ Ｂ の 中 間 に 剥 離 装 置 ２ ２ を 配 置 し て 備 え る 。 剥 離 装 置 ２ ２ は 、 テ
ー プ 類 送 り 装 置 １ ０ に よ っ て 間 欠 送 り 中 の テ ー プ Ａ の 進 み 方 向 を 鋭 角 に 曲 げ る こ と に よ り
、 テ ー プ Ａ に 仮 着 け さ れ て い る ラ ベ ル ａ を テ ー プ Ａ （ 台 紙 ） か ら 剥 離 し 、 被 貼 付 物 Ｂ の 所
定 位 置 に 貼 付 け る 。 ラ ベ ル ａ は 、 被 貼 付 物 Ｂ に 貼 付 い た 後 、 ス ポ ン ジ ロ ー ラ ２ ３ に よ り 押
圧 さ れ て 被 貼 付 物 Ｂ に 固 着 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 尚 、 マ ー ク 検 出 器 １ ３ は 、 例 え ば 透 過 型 光 セ ン サ の 投 降 器 １ ３ Ａ と 受 光 器 １ ３ Ｂ か ら な
り 、 受 光 器 １ ３ Ｂ は 剥 離 装 置 ２ ２ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ラ ベ ル 貼 付 装 置 ２ ０ に よ れ ば 、 テ ー プ 類 送 り 装 置 １ ０ を 用 い た こ と に よ り 、 テ ー プ Ａ の
セ ッ ト ア ッ プ の 容 易 化 、 メ カ ニ カ ル な 消 耗 品 の 削 減 、 メ カ ニ カ ル な 調 整 、 点 検 作 業 の 削 減
、 メ カ ニ カ ル な 動 作 音 の 軽 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に よ り 詳 述 し た が 、 本 発 明 の 具 体 的 な 構 成 は こ の 実 施 例 に
限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更 等 が あ っ て も 本 発 明
に 含 ま れ る 。 例 え ば 、 テ ー プ に 付 さ れ る 目 標 テ ー プ 送 り 量 の 区 間 距 離 Ｌ mは 、 テ ー プ の 送
り 方 向 に お い て 、 等 間 隔 例 え ば Ｌ m0に 繰 り 返 す も の に 限 ら ず 、 Ｌ m1、 Ｌ m2の 如 く に 不 等 間
隔 を な す も の で も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は テ ー プ 類 送 り 装 置 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は テ ー プ 類 送 り 装 置 の 電 気 回 路 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は テ ー プ の 送 り 速 度 制 御 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 繰 り 出 し リ ー ル の モ ー タ 制 御 状 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は ラ ベ ル 貼 付 装 置 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 従 来 の テ ー プ 類 送 り 装 置 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１ ０ 　 テ ー プ 類 送 り 装 置
１ １ 　 繰 り 出 し リ ー ル
１ １ Ａ 　 モ ー タ
１ １ Ｂ 　 回 転 量 検 出 手 段
１ １ Ｃ 　 サ ー ボ コ ン ト ロ ー ラ （ 制 御 手 段 ）
１ ２ 　 繰 り 出 し リ ー ル
１ ２ Ａ 　 モ ー タ
１ ２ Ｂ 　 回 転 量 検 出 手 段
１ ２ Ｃ 　 サ ー ボ コ ン ト ロ ー ラ （ 制 御 手 段 ）
１ ３ 　 マ ー ク 検 出 器
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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